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2018年度事業報告 

 2018 年度の組織活動は、一般社団法人として社会的信用度を高めるため、規程類の整備や代議員選

挙の実施などの組織体制整備に注力した。 

また同時に、「寮歌前線北上計画」の呼びかけに応じ、全国各地区で寮歌祭が開催され、更に周年同期

会の実施、新 CD「百歌繚乱」の制作・頒布、士幌小屋 40 周年行事など、昭和と平成を繋ぐ次世代の同

窓生が多数参画する多彩な活動が展開されて、「恵迪精神の発揚と発信」・「恵迪寮歌の継承」の共有基

盤が拡大・充実した一年であった。 

 

１． 一般社団法人恵迪寮同窓会の発足と法人体制の整備 

（1）設立登記：2018 年 4 月 2 日 

（2）第 1 回理事会：2018 年 4 月 14 日（土）札幌パークホテル 高砂の間 

     一社化の体制整備事項として以下の議決を行った。 

・恵迪寮同窓会の資産を当法人が譲受する件の承認 

・規程類の承認 （「会費規程」、「理事・監事に対する報酬等の規程」） 

・役職の委嘱、任命 

（名誉会長・顧問・相談役、事務局長、事務局職員、代表幹事・副代表幹事・常任幹事、幹事） 

・常任委員会・実行委員会設置、理事三役会設置 

・2018 年度事業計画案承認  

（3）第 2 回理事会：2018 年 11 月 17 日（土）クラーク会館大集会室２ 

     以下の議決と、事務局職員任命報告、3 支部の組織改編、幹事会・委員会の上期事業報告がなされた。 

        ・「代議員選挙細則」制定及び代議員定数と立候補者の推薦者の人数決定、並びに選挙管理委員

会委員の選出 

・「幹事会規程」制定及び幹事の追加任命、「組織運営規程」の制定 

・「開拓の村旧寮舎展示企画委員会運営規程」制定 

   （4）代議員選挙の実施 

      12/1 選挙管理委員会発足し、12/12 告示、1/19～2/1 立候補受付、2/8 定数 30 名と同数の立 

候補により無投票当選を理事長に報告、当選者への通知、2/20 ホームページにて選挙結果告知。 

（5）第 3 回理事会：2019 年 3 月 16 日（土）クラーク会館大集会室２ 

     2018 年度代議員選挙結果と「開拓の村旧寮舎展示企画委員会」の体制強化についての報告の後、 

２０１９年度事業計画、２０１９年度予算とともに「旅費規程（暫定案）」を承認した。 

２． 同窓会活動の基本展開 ～会員増強と強靭な同窓会構築～ 

（1）恵迪寮同窓会の共有基盤「恵迪精神の伝承」 

①恵迪精神の発揚と発信…恵迪寮研究会による事例発掘と発表 

②寮歌の継承…各地区寮歌祭の実行と新 CD「百歌繚乱」の制作・普及 

（2）重層的組織活動による会員ネットワークの拡充・強化 

①縦糸活動…世代を超えた恵迪精神の共有を図るため、「寮歌前線北上計画」を推進。 

北海道・東日本・西日本の地域恵迪寮同窓会の役員と協議を進め、全国都道府県地区ブロック

毎に地区恵迪会の発足を促し、沖縄から北海道までの寮歌祭を実施し、全国 18 カ所、511 名の

参加を得た。 

②横糸活動…同窓会の世代継承を円滑に進めるため、同時代を共にした在寮年次ごとの入寮 

 〇○周年の集いを企画推進し同期会の結成を促進。計 4 回、206 名の参加があった。 
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(3) 健全な財務基盤の充実は未達、会費等収納率向上が課題 

一社化を機に、会費未納の住所判明者全員に会誌と納付書を発送した。また地区恵迪会や周年

同期会の参加者からの徴収取組みを実施して増収を図った。しかし会費等の納入者数は微増にと

どまった。一方、法人体制整備の初期費用や諸活動の費用増加が上回り、財務内容は悪化した。ま

た、一社化を契機とした募金活動の展開については、現寮改修支援目的のフロンティア基金を通じ

た募金以外は取組みができていない。 
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 会費等収納率向上対策と同窓会諸活動の黒字化、及び基金となる募金の展開は喫緊の課題 

である。 
 
３． 各会議の機能的運営および実行力強化 

 ① 基本会議：理事会・年 3 回（4/14、11/17、3/16）／理事三役会・3 回（4/7、10/8、3/9） 

② 実務推進の諸会議 

 ・幹事会・常任幹事会：（幹事会 8/4、常任幹事会 6/23、1/12）     

 ・常任委員会：随時（会計・組織・事業・編集・広報・文常・現寮） 

・実行委員会：企画ごとに開催（一社化・新 CD 制作・現寮改修支援募金・旧寮舎展示企画） 
  

４． 各常任委員会 
(1) 会計委員会…一般社団法人会計業務の確立  

(2) 組織委員会…名簿情報の適切な管理運用（学部同窓会名簿その他の名簿情報の収集と更新登録） 

【横糸活動】「周年企画」の推進～世話人会名簿情報支援、・年会費徴収・グッズ販売。 

【縦糸活動】「地区恵迪会」の支援、地区別名簿の作成・提供 

 (3) 編集委員会…会誌「恵迪」18 号の編集・発行、恵迪研究会応募促進。 

(4) 事業委員会…新 CD「百歌繚乱」・「恵迪 T シャツ」等のグッズ普及頒布～置き薬方式の展開 

(5) 広報委員会…ホームページ、一斉同報システムの充実・運用～地区別同報案内を追加運用。 

(6) 文常委員会…ホームカミングデー行事：「エルムの森コンサート」はクラ館ホール震災の為やむなく中止 

「寮歌の集い」のみ企画実施し 101 名参加 

(7) 現寮委員会…現寮行事支援・交流(円山観桜会・寮祭)、現寮周辺ゴミ収集への参加 

士幌小屋 40 周年バスツアーの企画実施（OB25 名、寮生 18 名、計 43 名参加） 
 

５． 各実行委員会 
(1) 開拓の村旧寮舎展示企画委員会 

・第 8 回～第 16 回までの 9 回委員会開催       

・保管フィルムのフォトライブラリー化一旦完了 

・「開拓の村旧寮舎展示企画委員会規程」を理事会に上程 

・北海道博物館・開拓の村の学芸員の方々4 名に外部委員委嘱 

・展示専門家等と打合せ、一般見積り依頼 

・委員会体制拡大強化のため会員から 8 名を選任 

・その他 7/22 草刈り実施（北海道）、8/25 旧寮舎塗装作業は台風のため中止 

(2) 新 CD 制作委員会 

   ・第 7 回～第 15 回までの 9 回委員会開催 

・新 CD「百歌繚乱」の制作、普及。著作権等の知財対応にも取り組んだ。 

   ・8/3 納品、検収、2000 枚。制作費約 50 万円、宣伝チラシ 6 万枚、27 万円。コスト計 77 万円 

(3) 現恵迪寮大改修支援募金実行委員会 

・フロンティア基金を利用した募金の実施、寄附状況を定期的に公表。 

(4) 一社化推進委員会 

・一般社団法人としての規程類の整備 

会費規程・報酬規程・代議員選挙細則・幹事会規程・組織運営規程を理事会に上程 
 

６． 恵迪寮同窓会支部組織の（一社）恵迪寮同窓会傘下団体への移行と連携強化 
  「一社化推進委員会」作成のモデル規約に則り、以下の組織移行が実施された。 

  メーリングリストによる情報の共有など、従来以上の連携強化を図っている。 

  ・4/14 恵迪寮同窓会北海道支部は、組織改編して「北海道恵迪寮同窓会」に移行。 

  ・5/13 恵迪寮同窓会東日本支部は、組織改編して「東日本恵迪寮同窓会」に移行。 

・7/5  恵迪寮同窓会西日本支部は、組織改編して「西日本恵迪寮同窓会」に移行。 
 

７． 大寮歌祭の開催（東日本恵迪寮同窓会主管） 
   東日本大会：「大寮歌祭 in 恵比寿」 2018 年 10 月 6 日（土） 恵比寿ガーデンプレイス （46 名） 
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2018年度計算書類 
１． 貸借対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （2019年3月31日現在） （単位：円）
当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ.

１
47,114

4,370,385

0

3,567,493

0

104,000

3,621,740

0

11,710,732

２
0

0

160,560

0

160,560

11,871,292

Ⅱ

１
21,419

0

0

70,000

91,419

２
0

0

91,419

Ⅲ

１　 0

２ 11,779,873

11,779,873

11,871,292負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産 の 部

指 定 正 味 財 産

（うち基本財産への充当額）

一 般 正 味 財 産

特 定 資 産

流 動 負 債 合 計

貸 借 対 照 表

（うち基本財産への充当額）

正 味 財 産 合 計

長 期 借 入 金

創 立 費

固 定 資 産 合 計

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部

未 払 金

前 受 金

仮 受 金

未 払 法 人 税 等

流 動 負 債

固 定 負 債

貸 借 対 照 表 科 目
資 産 の部

流 動 資 産

現 金

そ の 他 固 定 資 産

普 通 預 金

定 期 預 金

郵 便 振 替 貯 金

有 価 証 券

未 収 金

棚 卸 資 産

前 払 金

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

基 本 財 産
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２．正味財産増減計算書 

  

（2018年4月2日から2019年3月31日まで） （単位：円）

当 年 度 前 年 度 増 減

Ⅰ
1

(1)
① 受 取 会 費 1,729,000

年 会 費 1,149,000

終 身 会 費 240,000

運 営 支 援 金 340,000

② 事 業 収 益 2,192,250

グ ッ ズ 販 売 収 益 1,737,250

広 告 収 益 455,000

③ 受 取 寄 附 金 716,286

受 取 寄 附 金 716,286

④ 雑 収 益 212,045

受 取 利 息 45

そ の 他 収 益 212,000

4,849,581

(2)
① 事 業 費 4,256,845

名 簿 管 理 事 業 費 0

会 誌 等 発 行 事 業 費 1,490,696

寮 歌 祭 ・ 講 演 等 事 業 費 477,139

現 寮 後 援 事 業 費 64,840

寮 舎 保 存 事 業 費 234,274

恵 迪 研 究 会 事 業 費 13,402

地域恵迪寮同窓会支援事 617,000

グ ッ ズ 販 売 原 価 859,494

そ の 他 事 業 費 500,000

② 管 理 費 4,148,777

事 務 費 717,000

会 議 費 281,226

旅 費 交 通 費 647,590

通 信 運 搬 費 1,009,499

減 価 償 却 費 370,774

消 耗 品 費 118,709

修 繕 費 0

光 熱 水 道 費 92,566

賃 借 料 88,769

支 払 手 数 料 114,000

支 払 負 担 金 1,350

印 刷 費 668,465

図 書 費 2,500

租 税 公 課 1,200

委 託 費 0

雑 費 35,129

8,405,622

△ 3,556,041

２
(1)

① 固 定 資 産 売 却 益 0

② 固 定 資 産 受 贈 益 0

0

(2)
① 固 定 資 産 売 却 損 0

② 固 定 資 産 減 損 損 失 0

0

0

70,000

△ 3,626,041

15,405,914

11,779,873

Ⅱ　
0

0

0

Ⅲ 11,779,873

２０１８年度正味財産増減計算書

指定正味財産増減の部

当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

経 常 費 用 計
当 期 経 常 増 減 額

経 常 外 増 減 の 部
経 常 外 収 益

経 常 外 収 益 計
経 常 外 費 用

科 目

一 般 正 味 財 産 増 減 の 部
経 常 増 減 の 部

経 常 収 益

経 常 収 益 計
経 常 費 用

正 味 財 産 期 末 残 高

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 損 益
法 人 税 ・ 住 民 税 等
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高
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監査報告 

 
 

 
2019年4月9日 

監 査 報 告 書 
 

一般社団法人恵迪寮同窓会 

監 事  吉 原  照 彦 ㊞ 

監 事  藤 本  康 男 ㊞ 

 

2018年事業年度の事業報告、計算書類、これらの附属明細書、その他理事の職務執行

の監査について、次のとおり報告します。 

１ 監査の方法及びその内容 

監事間の協議により、監査方針を定めた上で、理事の職務執行状況及び会計処理の内

容の調査を行い、その結果を監事間で協議して、監査を実施しました。 

具体的には、理事会その他の重要な会議に出席し、会計帳簿、会計書類、重要な決裁文

書及び報告書を閲覧し、当法人の理事等から、職務の執行状況等について定期的に報告

を受け、また、随時説明を求めました。 

２ 監査の結果 

(1) 事業報告及びその附属明細書は法令及び定款に従い当法人の状況を正しく表示して

います。 

(2) 理事の職務の遂行に関し、不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

はありません。 

 (3) 計算書類とその附属明細書は当法人の財産及び損益の状況を全ての重要な点にお

いて適正に表示しています。  
 

 

 


